
9/25「人口が増え続ける滑川町の子育て支援と社会保障支援
の取組に学ぶ」第14回公正な税制を求める市民連絡会学習会
埼玉県内のほぼ中央に位置する滑川町。
この町は充実した子育て支援策により、合計特殊出生率(1人の女性が産む子どもの平均数)が県内でトップクラスとなり、人口も年々増
え続けています。
滑川町では 主な支援策としてはこども医療費の無料化、給食費の無償化などを行っています。

町の財政規模は年約６０億円にもかかわらず、８年前に導入した給食費無償化のために約１億円（１．６％）の予算を投入し、無償化は、
給食費の徴収を免除するという方式でおこない、無償化にあたっては、保護者の町債務の滞納状況も勘案せず、滑川町に住むすべての子ど
もに分け隔てなく、給食費の無償化、その他、結婚に関することから出産・子育てにいたるまでのサポート体制を整えています。

給食費無償化事業の必要性と有効性、そして自治体の財政のあり方について、滑川町の現場の第一線でご活躍されている総務政策課課長の
大塚信一さんを講師に招き、データに基づき、地方自治体の税の使途についてお話いただきます。
是非、ご参加ください。

 

◆日時
２０１９年９月２５日（水）１８：３０～（開場１８：００）

◆場所
主婦連合会会議室（主婦会館プラザエフ3階）
〒102-0085　千代田区六番町15番地
TEL 03-3265-8119
●JR四ツ谷駅　麹町口前（歩1分）
●地下鉄南北線 / 丸の内線　四ツ谷駅（歩3分）

◆講師
大塚　信一さん

◆講師プロフィール
滑川町総務政策課課長

◆資料代
500円（経済的に困難な方は無料）

◆事前申込不要

https://saitamasogo.jp/archives/86221
https://saitamasogo.jp/archives/86221
http://plaza-f.or.jp/index2/access/


◆主催
公正な税制を求める市民連絡会

◆事務局連絡先
弁護士　猪股正
さいたま市浦和区岸町7-12-1東和ビル4階
埼玉総合法律事務所
TEL：048-862-0355
FAX：048-866-0425

チラシはこちら

そして誰もいなくなった
 

鳴き声の主役は、セミから秋の虫へと交代。
小２のころ、コオロギを５匹飼っていた。
毎夜、虫かごのコオロギは何かを訴えるように鳴き出した。
うるさい。眠れない。
少し鳴き声は小さくなった。次の日、また次の日、ますます小さくなった。
数日後、虫かごにはコオロギが３匹、２匹，最後の１匹
死んでいた。仲間を食べ尽くして・・・
そして誰もいなくなった。

水槽でドジョウ２匹を飼っていた。ガラスの蓋を閉めて、机に置き、ただ眺めていた。
何が楽しかったのか。
あるとき、ドジョウの姿が見えなくなった。
２ヶ月後、黒褐色の平べったいものが、机の下から出てきた。
私がかわいがっていたドジョウ。
どうやって地上へ脱出したものか。
水槽の蓋は微動だにしていなかったのに。
そして誰もいなくなった。

http://tax-justice.com/?p=941
http://tax-justice.com/wp-content/uploads/2019/09/20190925.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/86217


事務局　N

 

 

ポイント生活
昨今、買い物だけではなくいろいろな場面でポイントが付きます。
ポイントはあくまでおまけ、と思っていましたが、塵も積もればポイントだけで買い物ができたりします。
代金の一割はポイントで還元されます！と言われると、一体自分が買った物は本当はいくらだったのだろうと考えてしまいます。
あえてわかりにくくされているのだろうと思いつつ、ポイント制は生活に浸透しています。

弁護士　谷川　生子

弁護士に相談した方が良いですよ
家庭裁判所で調停委員をしている。担当する事件は遺産分割ばかりである。
弁護士をつけずに調停をされる方も少なくない。
弁護士をつけた方が良いのになと思う典型的な場面が２つある。

一つは、必要な権利主張が十分できていないときだ。
そのままだとその当事者は損をすることになるが、調停委員が当事者の片方に肩入れすべきではない。
そんなときは、弁護士に相談した方が良いですよ、と言う。

もう一つは無理な主張をしているときだ。
そんなのダメです、とはっきり言うと角が立って、以後調停が円滑に進まなくなる恐れがある。
そんなときも、弁護士に相談した方が良いですよ、という。これはその当事者のためにもなる。
無理な主張にいつまでも固執していると、無駄に紛争が長引いてしまう。

皆さん、調停委員に「弁護士に相談した方がいいですよ」と言われたら、素直に応じて下さいね。

https://saitamasogo.jp/archives/86213
https://saitamasogo.jp/archives/86209


 

弁護士　髙木　太郎

黄色い車を３台見ると
知っていますか？

１日に黄色い車を３台みると何でも願いが叶うそうです。

熱心に黄色い車を探して、見つける度にラッキーと喜ぶ姿をみると、こちらも得した気分になります。

今では、僕自身も、気がつけば黄色い車を探し、みつけるとラッキーとつぶやくようになりました。

なんだか、気分のよい習慣です。

弁護士　竹内　和正

甲子園
甲子園球場で高校野球を観てきました。

自分が観戦した中では、八戸学院光星、智弁和歌山、敦賀気比の打撃がすばらしく、直感でこの３校のいずれかが優勝する！と感じました。

・・しかし、３校とも僅差で敗退してしまいました。

今年の大会は例年になく出場各校の実力が拮抗していると思いますので、どの高校が優勝するのかとても楽しみです。

弁護士　鴨田譲

https://saitamasogo.jp/archives/86204
https://saitamasogo.jp/archives/86167


８月の営業時間のお知らせ
８月の営業時間のお知らせをいたします。

月・金　　　　9:00～17:00
火・水・木　　9:00～19:50　＊8月20日(火)は9:00～17:00
土曜日　　　　9:00～15:00

皆様方にはご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

 

 

日韓市民交流を進める「希望連帯」声明：「平和に逆行した日本
政府の対韓政策に強く抗議する！」
日韓市民交流を進める「希望連帯」の声明が、本日、公表されました。

　平和に逆行した日本政府の対韓政策に強く抗議する！
　私たち日韓市民は東アジアの平和を求めている！
　日本政府による韓国政府への対応は、礼を失し、節操がなく、常軌を逸しています。
　８月２日の「ホワイト国リスト」から韓国除外という閣議決定は、日韓友好を根底から破壊する行為であり、私たちは強く抗議すると同
時に、日本社会の一員として韓国の皆さんにお詫びする気持ちでいっぱいです。
　自由貿易の恩恵を享受している日本は、先のＧ２０でもそうだったように、率先してこの体制を堅持していく立場にいます。それにも拘
わらず輸出手続きの規制を強化し、管理貿易を強めることは、ＷＴＯ規約違反だけでなく日本経済を傷つける愚かな行為です。
　このような日本政府の動きは、韓国を仮想敵国として内憂を外患にして危機を乗り越える、行き詰まった政権の常套手段でもあります。
まずは、消費税引き上げによる国内景気の失速への対応、拡大する格差の是正、対ロシアをはじめとした外交政策失敗の回復にこそ努力す
べき時です。
　日本政府がいくら「安保上の措置」と言っても、昨年の韓国大法院（最高裁）による元徴用工関連判決をはじめ、安倍政権の言いなりに

https://saitamasogo.jp/archives/86149
https://saitamasogo.jp/archives/86146
https://saitamasogo.jp/archives/86146


ならない韓国政府への制裁にほかなりません。また、朝鮮半島の平和、非核化に関して、安倍政権が関与できないまま南北融和が進められ
ていますが、こういった「置いてきぼり」への報復とも受けとめられます。
　さらに、２０１６年から１７年にかけておよそ１，７００万人もの人びとが参加し、平和裏に政権交代を実現させた韓国の民主主義改革
への危機感の表われでもあります。韓国で民主政権が誕生して、南北首脳会談など南北交流が進んだのは偶然ではありません。戦後、韓国
の保守政権は一貫して反共（北）政策を強行し、国内の南北融和勢力を激しく監視、弾圧してきました。経済も財閥企業優遇政策をとり、
韓国社会に大きな歪みと格差が拡がり、膨大な貧困層が生まれました。大統領選挙では、その是正へ向けての政策転換が多くの有権者から
支持を受け、民主政権が誕生しました。日本とは真逆な転換であり、日本の保守政権はその波及を警戒しているわけです。
　韓国は１９８７年に大統領直接選挙実施などの民主化を実現させています。あらゆる権限が大統領に集中、独裁と化していたことを反省
し、国会と司法に権限を振り分け、憲法裁判所や国家人権委員会などを創設しています。近代立憲国家として当然である三権分立に依って、
元徴用工判決を司法判断と尊重しました。むしろ「政権が司法判決を左右できる」という日本の保守派や日本政府の主張こそが三権分立に
基づいた近代民主主義とは程遠いのです。　
　韓国では、このような安倍政権の居直りと報復を見抜き、南北融和を阻害していることに危惧し、「ＮＯ！ＡＢＥ」の声が急速に拡がっ
ています。同時に、韓国国内の安倍政権に連動する反共・親日勢力が民主政権への攻撃を強めていることにも怒りを表明しています。
　しかし、日本のマスコミは、韓国全体が「反日」を加速させ、日本社会全体への批判を強めているように意図的な報道を繰り返し、韓国
保守派マスコミの「朝中東」（朝鮮日報・中央日報・東亜日報）の保守的論調の日本語版をそのまま垂れ流しています。日本のマスコミは、
客観的公正な立場で、事実を歪めないで報道すべきです。
　最後に、民主主義や東アジアの平和と安定に逆行する今回の閣議決定に抗議し、日本政府に対して冷静な平和外交の実施を強く求めます。
私たちは今年３月２７日、「東アジアの平和をめざす日韓市民連帯〜日本からのアピール」を発表、市民レベルでの平和的国際交流を進め
て来ました。今後、日韓市民によるさらなる平和と友好の相互交流、連帯を進めることを表明します。

２０１９年８月５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日韓市民交流を進める「希望連帯」

9/1 シンポジウム「自己責任社会を変える財政を求めて～少
子高齢化社会からの問いかけ～」公正な税制を求める市民連絡会
設立４周年集会
金融庁が、６月３日、老後に備え、夫婦２人で２０００万円程度の貯えが必要であるとの試算を示す報告書を公表しました。政府は、全て
の世代が安心できる「全世代型社会保障への転換」を推進する方針を示していますが、老後に備え自分で２０００万円もの資産形成に励む
ことを求める「全世代型社会保障」とは、どのようなものなのでしょうか。
少子高齢化社会が進み、財政難が強調され、自己責任を求める声が強まる中で、私たちの生活を守るためには、社会保障や財政はどうある

https://saitamasogo.jp/archives/86136
https://saitamasogo.jp/archives/86136
https://saitamasogo.jp/archives/86136


べきなのでしょうか。
みなさんと一緒に考えたいと思います。

【日時】　２０１９年９月１日　１２時３０分受付開始　１３時～総会　１３時２０分～シンポジウム
【場所】　主婦会館プラザエフ7階「カトレア」　●ＪＲ四ッ谷駅麹町口前（歩１分）
【資料代】１０００円（経済的事情がある方はお声かけください。）
【プログラム】
13:00~13:15　総会
13:20～　シンポジウム
▶報告　中　重治氏（全国保険医団体連合会）
　　　 ＦＲＥＥ（高等教育無償化プロジェクトメンバー）
　
▶基調講演　講師　後藤道夫氏（都留文科大学名誉教授）
　　　　　「全世代型社会保障と自己責任社会を考える」

▶パネルディスカッション
（パネリスト）
　 後藤道夫氏（都留文科大学名誉教授）
　 小野　浩氏（きょうされん常任理事・(社福)ウィズ町田・理事長）
　 明石順平氏（弁護士・「アベノミクスによろしく」著者）
　 杉谷剛氏（東京新聞記者）
　 宇都宮健児氏（弁護士・公正な税制を求める市民連絡会共同代表）
（コーディネーター）
　　竹信三恵子氏（ジャーナリスト・和光大学名誉教授）
　（内容）
　格差が固定化し、もはや階級社会に入ったとさえ言われる日本社会。そうした社会の分断を促しているのが「自己責任」という考え方の
蔓延だ。公正な税制を通じた社会の立て直しは、この自己責任主義の克服にかかっている。
　だが、「全世代型社会保障」などの政府の対案は、むしろ、その自己責任を強化することになりかねない。
　こうした社会を克服するために、税は、（１）いま、どのような使われ方をしているのか、（２）本来はどう使うべきなのか、（３）そ
のために必要な税制とは何かを軸に、議論する。

▶公正な税制を求める市民連絡会の提言
　　猪股　正（弁護士・公正な税制を求める市民連絡会事務局長）

【主催】公正な税制を求める市民連絡会
【連絡先】公正な税制を求める市民連絡会事務局
〒 330-0064 さいたま市浦和区岸町７－１２－１ 東和ビル４階 埼玉総合法律事務所
　　 　　　　　弁護士 猪 股 正　 電話048(862)0355

http://plaza-f.or.jp/index2/access/
https://hodanren.doc-net.or.jp/
https://www.free20180913.com/
http://www.kyosaren.or.jp/
http://i-shinsho.shueisha-int.co.jp/kikan/014/
http://tax-justice.com/


【チラシ】ダウンロード

http://78f05cea7ea660d36cf6b8cde93e7e76.pdf
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2019/08/a27110fbf0cc756a7c0be4ae4b7348ce.png


朝型生活その2
日の出とともに吠え出す我が家の愛犬ですが、案の定、夏が近づくにつれ、吠える時間が早くなり、私は4時台に起こされるようになりま
した。

ほとほと困り果てていたのですが、先日、ぼろぼろになったため使っていなかった、我が家に来たときに一緒に購入したクッションをケー
ジに入れてあげたところ、日の出とともに吠えることがなくなりました。
夏用に購入した新しいクッションを破いてしまったため止む無く入れたのですが、まさかの結果で驚きです。

犬も慣れた寝具でないと良く眠れないのでしょうか。
それとも先日1歳を迎え、少し大人になったのか。

なぜ吠えなくなったのか聞いてみたいものです。

弁護士　鈴木　満

 

前回の記事⇒朝型生活
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